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鳥取県版ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）を用いた授業について 

 

 自然災害が頻発する中で、避難所の運営の難しさがニュース等で取り上げられています。本校１年

生対象の家庭科の授業で、「鳥取県版避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）」を利用した避難所運営の体験を下

記の予定で行います。 

 これは家庭基礎の「住生活分野：安全な住まい」に関する内容として「避難所での様々な人への配

慮や防災・減災への取組を考える」ことを目的に実施するものです。 

 

記 

 

１ 授業実施日時 

   令和８年１０月１日（木） ５・６限（１２：５５～１４：３５） １年２組 

       １０月２日（金） ５・６限（１２：５５～１４：３５） １年３組 

       １０月５日（月） ３・４限（１０：３０～１２：１０） １年５組 

                ６・７限（１３：５０～１５：３０） １年６組 

       １０月６日（火） ３・４限（１０：３０～１２：１０） １年１組 

                ６・７限（１３：５０～１５：３０） １年４組 

 

 

２ 会場 

鳥取西高等学校 被服室 

 

 

３ 内容 

   避難所を運営する立場になったらどうするのかをグループで考える。次々と避難してくる人

をどのような部屋に振り分けるのか、また到着する支援物資をどのように保管し配分するのか、

災害レベルが上がったらどうするのか、高齢者、妊婦、乳幼児、外国から来ている人、ペット連

れなど、様々な状態の人に対してどのような配慮が必要になるのかを、鳥取県版ＨＵＧを用い

て、６～７人を１チームとして話し合いを行う。最後に各班でどのような配慮をしたのか、良い

点と反省点を発表し合い、今後に生かす。 

 

 

４ その他 

（１）取材当日は、本校事務室で受付をお願いします。 


